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ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
は、
メ
デ

ィ
ア
向
け

に
26

年
度
経
常

説

明
会
を
開

い
た。
25

年
度
決

算
概
要

に
加
え、
次
期
中
期

経
営

計
画
を
見
据

え
た
経
常

戦
略
や
26

年
度
の
全
社
方
針

を
発
表。
作
尾
徹
也
社
長
11

写
真
11

が
説
明
し
た
。

25
年
度
の
振
り
返
り
で

は、
重
点
項
自
に
つ
い
て
作

唇
徹
也
社
長
は
「

新
築
事
業

で
は
『
高
断
熱

住
宅』
の
拡

販
に
力
を
入
れ
た。
ま
た、

賃
貸
市
場
は
活
況

が
続

き、

首
都

圏
だ
け

で
な
く
全
国

の

主
要

な
地
域

で
伸
ば
し
て
い

き
た
い」
と
話

し
た。

同
社
の
25

年
度
売

上
高
は

住
友
林
業
（

東
京
都
千
代

田
区 、
光
吉
敏
郎
社
長）
と

二
京
都
大
学
発
ス

タ
ー
ト

ア
ッ

二ノ
企
業
の
ライ
ノ
フ
ラッ
ク

：

三
（
京
都
市、
間
澤
敦
代
表

飯
締
役
C
E
O)

は、
高
効

：
率
木
質

バ
イ
オ

マ
ス

発
電
技

術
の
社
会
実
装

に
向
け

た
窃

.
]
茉
を
本
格
化

す
る

。

]i

両
社
は、

ライ
ノ
フ
ラッ

公
ク
ス

が
開

発
す
る
高
効
率

バ

．．
 イ
オ

マ
ス

発
電
技
術
を
用
い

．
た
小
規
模
実
証
機(
1
昇
脅）

]
に
よ
る
実
証
試
験
を
4
月

に

三
了
。
1
2

0
時
間

以
上
の

」

連
続
運
転

に
成
功

し、
安
定

�：
し
た
発
電
と
と
も
に
高

純
度

]]
(
99
.
9
%)

の
C

9
の

よ
分
離
・

改
修
を
確
認
し
た。

． ．

こ
の
技
術
は
燃
焼
す
る
の

．．
 で

は
な
く、
化
学
反
応
を
活

・ ・
用
し
て
木
質

バ
イ
オ

マ
ス
か

木質バイオマス発電実装へ
住林、京大スタートアップと本格協業

ら
電
力

と
高

純
度
C
O2

を

同
時

に
生
成

で
き
る
点

が
特

徴。
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー

シ

ス
テ
ム
や
カ
ー

ボ
ン
リ
サ

イ

ク
ル
分
野

で
の
活

用
が
期
待

さ
れ

る
。
両
社
は
実
証
を
さ

ら
に
進
め 、

発
電
設
備
の
早

期
商
用
化
を
自
摺
す
。

今
後
は、

小

規
模
実
証
試
験

の
成
果
を
踏

ま

え、
20
キロ

況
級

の
実
証
試
験
設

備
の
設

計
・
製

作
・
設
置
を
進

め 、
来

年
10
月

以
降
に
実
証
試

験
を
開
始。
実

際
の
事
業
現

場

を
想
定

し
た
環

境
下

で、
連
続

運
転
性
や
原
料

均

住
宅
1
4
0
0
戸
開
発

ィ『た

ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で

コ

’’ 

4
8
2
6
億
円
（
前

年
比
4

億
円
増）

、
営

業
利
益
は
1

8
7
億
円
（
同
11
億
円
増）

娑
3

期
連
続

で
増

収
増
益
だ

っ
た。事

業
別

で
は
新
築
事
業
の

売
上
高
は
2
6

0
5

億
円

（
同
55
億
円
増）

、
ス
ト
ッ

ク
事
業

1
0

7
5
億
円
（
同

18
億
円
増）

、
ま
ち
づ

く
り

事
業
1
8
7
億
円
（
同
43
億

円
増）

と
そ
れ
ぞ
れ
増

加、

資
本
経
営
と
事
業
強
化
推
進

、を

ー、
ー
ム
が
経
営
方
針
説
明
会

日2
 
2

【
学
生
の
見
方
＆
考
え
方】

6

(
4
年

金
振
雄
11

キ
ム
ジ
ン

月刷
ウ
ン
＞）

8
 

和

こ
こ

で
は、
2

0
2
5

年
イ

（
タ
リ
ア
の
不
動
産
市
場
の
現
況

令年6
に
つ
い
て
説
明
す
る。
25

年
イ

〇

タ
リ
ア
の
不
動
産
市
場
は、
緩

2
 

2
や
か

な
成
長
と
宣

い
手
需
要

が

あ
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る。
イ

タ
リ
ア
不
動
産
市
場
は 、
長

年

の
相

対
的
な
低
迷

の
後 、

価
格

が
再
び

上
昇
し
て
い
る。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
は、
イ
タ
リ
ア
の
家

や
ア
パ

ー
ト

は
ま
だ

割
安
と
考

え
ら
れ

て
い
る。•
特
に 、
25

年

の
市
場
は、
休
暇

・
移

住•
投
資

自
的
の
不
動
産
購
入

が
進
み 、

価
格
が
上
昇
す
る

ト
レ

ン
ド

が

見
ら
れ

る。

雫

25
年
の
既
存

不
動
産
の
価
格

――――――――
 

【
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト】
｛
場
を
考
え
る
場
合

に
は、
統
計

豊
か
に
な
る
た
め
に
投

｛
指
標
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と

資
の
勉
強
を
し
て
い
ま

一
が
理
解
を
促
す
と
言
え
る。

I

す 。
お
金
も
大
事
だ
け
と

健
康
も
守
り
な
が
ら
豊
か
一

イ
タ
リ
ア
の
不
動
産
市
場
を

に
な
る
の
が
僕
の
望
み
で
｛

考
え
る
前

に、
イ

タ
リ
ア
の
経

づ

1}
済
や

社
会
状
況

に
つ
い
て
数
値

は
約

2
.
8
％
小
幅

上
昇
し、

べ
て
著

し
く
軽
減
さ
れ
て

い

に
は
更

な
る
成
長

が
期
待
さ
れ

で
の
日

本
と
の
比
較
が
あ
れ

新
築
建
物
は
ほ
ぼ
9
％

に
達
す

る。
同
時

に、
売
り
手
は
価
格

て
い
る

。

ば、
イ
タ

リ
ア
不
動
産
市
場
を

る
価
格
上
昇
を
記
録

し
た。
2

の
柔
軟
性
を

示
し、
市
場
心
理

理
解
す
る
上
に、
役

に
立

つ
と

0
1
0
年
以
来 、
ほ

と
ん

ど
の

は
前
向

き
で
あ
る。

【
敦
員
の
展
開】

考
え
ら
れ

る。

E
U
諸
国

で
不
動
産
価
格
が
急

安
定

し
た
枠
組
み
条
件
と
税

（
金
東
喚
准
教
擾）

日
本
の
名
目
G
D
P

は
約
4

騰
し
た
が、
イ
タ
リ
ア
は
2

0

イ
ン
セ

ン
テ
ィ

ブ
の
新
規
移
民

こ
こ
で
は、
イ
タ
リ
ア
の
不

・
2
兆
砧

で
イ
タ
リ
ア
は
約

2

1
0
年
水
準
よ
り
約
4
％

を
下

の
た
め

に、
イ
タ
リ
ア
不
動
産

動
産
市
場
と
い
う

明
確
な
テ
ー

・
4
兆
砧

で
あ
り、，
日
本
の
経

腎 、
E
U
諸

済
規
模

が
約

1•
7

倍
大

き
い。

国
の
中

で
は
不

25
午
「

の

イ

タ

リ

ア

不

動

産

市

場

両
国

と
も
に

G
7

メ
ン
バ

ー
だ

動
産
市
場
が
落

が、
経
済
規
模

に
は
差

が
あ
る

ち
着

い
て
い
た

価

格

割

安

だ

が

上

昇

ト

レ

ン

ド

ヘ

（
出
典

11
El em
i n
i s
t

「
世
界

と
考
え
ら
れ

，
・

』

9

G
D
P
ラ

ン
キ

ン
グ

2
0

2

る。
ま
た、
23

年
末

ま
で
に
ほ

市
場
は
26

年
に、
安
定

性
と
機

マ
を
設
定

し
た。
25

年
の
価
格

5」
)
。

ぼ
5
％

に
達

し
た
住
宅
担
保

口

会
の
バ
ラン
ス

が
と
れ
た
環
境

上
昇
率
（
既
存
物
件

約
2
.
8

日
本
の
人
口

は
イ
タ
リ
ア
の

ー
ン
金
利
は、
24

年
末

に
は
平

に
な
る
と
考
え
ら
れ

る。

％ 、
新
築
物
件

約
9
%)
や

住

約
2

倍
で
あ
る
（

日
本
約
1
億

均
3
.
7
％

に
下
落

し
た。
こ

結
果 、
26

年
の
市
場
は、
ミ

宅
ロ

ー
ン
金
利
の
推
移
（

約
5

2
4

0
0
万
人 、

イ
タ
リ
ア
約

れ
に
よ

っ
て、
借
り
入
れ
コ
ス

ラノ
・
コ

ル
テ
ィ

ナ
オ

リ
ン
ピ

％
↓
3
.
7
%)

な
ど、
具
体

5
9

0
0
万
人）
。
両
国

と
も

ト
が
大
輻

に
下

が
り、
イ
タ
リ

ッ
ク(
26

年
2
月
6

日
S
22

日）

的
な
数
値

を
用
い
て
現
状
を
説

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
深

ア
で
住
宅
を
購
入
す
る
際

の
月

に
よ
る
全

世
界
か
ら
の
注
目

度

明
し
よ
う

と
し
た
点
は
評
価
で

刻
な
課
題

で、
不
動
産
需
要
の

々
の
返
済
鎮
担
は
1
年
前

と
比

ア
ッ

プ
な
ど
に
よ

っ
て、
26

年

き
る。
グ
ロ

ー
バ
ル
不
動
茸
市

長
期

的
縮
小

が
懸
念
さ
れ

る

ウ
エ

ル
ネ
ス

事
業
は
横
ば
い

「
持
続

的
な
企
業
価
値
の
向

だ
っ

た。
海
外
事
業
は
米
国

上」
を
図

る。

市
場
が
影
響

し
8
9
9

億
円

27
年

3
月
期
は
売

上
高
5

（
同
1
1
2
億
円
減）
と
減
2
4
9

億
円、
常

業
利
益
1

少
し
た
。

9
8
億
円
と
4
期
連
続
の
増

「
新
築
事
業
は
ま
だ

ま
だ

収
増
益
を
目
捐
す
。

伸
び

し
ろ

が
あ
る
も
の
の、

事
業
戦
略

で
は、
①
全
企

常
業
利
益
は
42
億
か
ら
67
億

画
商
品

で
断
熱
等
級
6
へ

の

円
へ
大

き
く
数
字
を
伸
ば
し

標
準
化
を
行

い、
高
性
能

住

た。
要
因

は
多
々

あ
る
が、

宅
を
推
進
。
②

社
外
ス
テ
ー

賃
貸
の
大
型
案
件
増

加
や、

ク
ホ

ル
ダ
ー

と
の
共
創
か

生
産
性
の
改
善

が
寄
与

し

ら、
賃
貸・
非

住
宅
建
築
の

た」
（
作
犀
社
長）

受
注
を
拡
大。
③
ス
ト
ッ

ク

26
年
度
は
28

年
度
以
降
の

で
は、
「
空
間
提
案」
を
生

次
期
中
期

経
営
計
画

に
向
け

か
し
た
シ

ョ
ー

ル
ー

ム
を
さ

た
11

足
場
固
めII

の
準
備
期

ら
に
拡
充。
④
ミ
サ
ワ
ホ
ー

間
の
年
と
し
て、
取
り
組
ん
ム

の
不
動
産
仲
介
・
買
取
再

で
い
く

。
資

本
経
堂
を
実
践

販
事
業
「
M
I
S
A
W
A

し、

事
業
活
動
を
通
じ

て

R
E
L
A
Y
（
ミ
サ
ワ

リ
レ

を喝 実とを発の
目商 28 装事確電ば
指用年を業認とら

“すプ以自性しCつゞ。
ラ降指を ‘

.o き
ンにす評技 2 ヘ

トは ° 価術のの
の1 しの回対
商〇 て有収応
用 0 社効性カ
ィヒロキ 歪ミ‘性肖巨 ‘

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::. 

ラ
イ
ノ
フ
ラ
ッ

ク
ス
の
実
証
試
験
装
置

コ
ス
モ
ス

イ
ニ

シ
ア
（

東

京
都
港
区 、
高
智
亮
大
朗

社

長）
は、
ベ
ト

ナ
ム

の
ホ
ー

チ
ミ

ン
市
ニ
ャ
ー

ベ
ー

郡
で

分
譲

マ
ン
シ

ョ
ン
開

発
事
業

11
写
真
11

に
参
画
す
る。

同
社
は
24

年
に
ベ
ト

ナ
ム

で
の
分
譲

マ
ン
シ

ョ
ン
開

発

事
業
第
1

号
案
件
「
T
T

A
V
I

O
（
テ
ィ
ー

テ
ィ
ー

好ととアバし場る約格 イいとつ に産き約玉円価 ＾＾ 
まと社はルてはと 60 は加メてのいグつ価な 2 あでは東 I 出
しも会 ‘ 不い ‘ ‘ % ‘ え l 比経て口い格い・た ‘

1 京 M 典
いに的日動る割イ上 2 てジ較済考 l てのが 5 り：：：：：玉の F II 
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考説オ旨 ‘ 市つでリし 1 E やる社る）レメ準イ ° 77 ノた築計界
え明糠E場まあアた0 Uすこ会と不1が夕単S・りマ ー 経
らすを U でりるのこ年圏くとのき動ジどリ純 80 口約ン ー 済
れる比との ‘ こ不と水のなで状は産でのア比万I 2シ ゜ の

るこ較のイグと動に準住る ‘ 況 ‘ 市き稗の較円マ〇ヨ ネ
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イ」
ブ
ラン
ド

立
ち

上
げ 、

事
業
拡
大。
⑤
合
人
社
計
画

研
究
所
と
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理

の
合
弁
会
社
を
設
立。
建
物

の
遺
正
管
理
か

ら
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化

ま
で一
気

通
貫

で
支
援

な
ど
を
推

進
す

る。

30
年
度
に
向
け

た
全
社
方

針
で
は
「
国
内

住
宅
事
業
の

収
益
力
向
上」
「

経
営
基
盤

の
強
化」

な
ど
を
掲
げ

た。

住
宅
事
業
の
収
益
力
向
上

で
は、

「
エ

リ
ア
戦
略」

（
地
域
ご

と
の
市
場
の
力
や

ト
レ

ン
ド

を
把
握
し、
各
拠

点
の
体
制
の
見
直

し）
、

「
事
業
間
連
携
の
強
力

な
推

進」
な
ど
を
挙
げ

た。

ア
ビ
オ）
」
を
起
工
。
総
戸

数
約

2
0
0
0
戸
の
販
売
は

好
調

で、
進
ち
ょ

く
率
は
現

在
90
％

以
上
と
い
う。

同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
第
1

号
案
件

の
共
同

事
業
先

で
現

池
不
動
産
デ
ベ

ロ
ッ

パ
ー

の
言
CapitalInvest
me
 

ntJSC
 (
T
T

C)
と
共
同

で
推
進
す
る
第
2

号
案
件。

約
1

.
9
鯰

の
土
坤

に
地

上

30
階
建
て
・
約
1
4

0
0
戸

規
模
の
マ
ン
シ

ョ
ン
と
戸
建

て
認
戸
を
予
定

し
て

い
る。

住
戸
は
2
ベ
ッ
ド

ル
ー

ム
を

中
心

に
樺
成

す
る。

パ
ー
ト

ナ
ー

企
業
に
は、

T
T

C
の
ほ
か

に
Kote
ras

6
対

造
鋲

大
和
ハ

神
奈
川
寒
川
町
で

大
咽
物
流
施
設
着
工

畠昇冬

従
業
員
専
用
保
育
施
設
も

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は、
神

ル
チ
テ
ナ
ン
ト

型
物
流
施
設

乗
り

奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

で
マ

「
D
P
L

零）
ー」
11

外
観

ン
プ

イ
メ
ー

ジ11
圭
着
工
し

た。

か
つ

立
坤
醤
郡
圏
中
央
連
絡

ョ
ン

自
動
車
道
（
国
央
道）

「
寒

膠

川
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

ス
テ

(
I
C)

」
か

ら
約

5
0
0

を
設

認 、

葱
南バ

イ
パ
ス
「
茅

A
方

ヶ
崎
中
央I
C」

か
ら
約

2

ま
た

.
5
よ 。
バ
ス
便
は
神
奈
川

電
池

中
央
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訓練校の様子⑮と、建築大工技能士試験(1級・2級）の実技試験対策として作成するもの⑮
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